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前回の記録の確認	
 

資料の通り承認された。	
 

議	
 事	
 

（１）変更通知に対するＪＡＢＥＥよりの回答	
 

	
 カリキュラム変更に関して変更通知を行ったことに対し、資料１のようにＪＡＢＥＥよ

り継続して認定と回答があった旨、説明があり了承された。	
 

（２）学生の学習・教育目標達成状況	
 

	
 資料２～４に基づき、今年度修了生の修了要件達成状況と、２，３年生の成績状況の説

明があった。修了生は士補登録するのかとの質問に対し、指導技術士を確保できる環境に

あれば士補登録する可能性があると回答があり、また、２，３年生の学習・教育目標Ｅの

成績が全般に低い事について質問に対し、共通教育の英語の成績が悪い事に起因している

との回答があった。その後、学生の学習・教育目標達成状況について了承された。	
 

（３）教育褒賞	
 

	
 資料５に基づき、2011年度は環境水利学の工藤教員、2012年度は構造力学Ｉ・同演習の

加藤教員が褒賞対象となることが、教育褒賞ワーキンググループで確認されたことの報告

があり、了承された。	
 

（４）ＪＡＢＥＥの最新動向	
 （資料６）	
 

	
 資料６に基づき、ＪＡＢＥＥの２０１２年基準から「学習・教育目標」が「学習・教育

到達目標」と変更され、理念ではなく最低限の学生がクリアできる目標を記述するように

なったこと、「(i)チームで仕事をするための能力」が加わったこと、基準の構成が４つに

再構成されたこと、授業時間の基準がなくなったことなどが報告され、今後、他校のプロ

グラムの状況などを調べながら２０１６年継続審査に向けて対応していくことが了承され

た。	
 

（５）その他	
 

	
 資料７に基づき学生の就職状況について、昨年度より良いことが報告され了承された。	
 

	
 資料８に基づき平成２４年度末の教員の退職、平成２５年度の採用予定を踏まえたプロ

グラム教員組織の変更の説明があり、合わせて佐々木教員が学部長となることも報告され、

いずれも了承された。	
 

	
 資料９に基づき技術検定受験資格認定校が認められたことが報告され了承された。	
 

	
 資料１０に基づき測量士補についてカリキュラム変更を届け出て認められたことが報告



され了承された。	
 

	
 教育評議員の学外委員について今年度で任期を終えるので、次期について、引き続き現

委員に留任いただくことと、県庁などから若手１，２名の追加を検討することが了承され

た。	
 

	
 ２０１６年の継続審査では、２０１４，１５年度の資料が必要で、２０１３年度はその

準備を行う年度となることが説明され了承された。	
 

	
 農業土木分野におけるＪＡＢＥＥプログラム認定の状況について質問があり、ほぼ半数

程度の大学でＪＡＢＥＥ認定を受けているのではないかと回答があった。	
 

	
 退職するプログラム教員より、感想をいただいた。	
 

	
 

	
 


